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創傷治癒と看護学、そして当研究室における取り組み�

日本創傷治癒学会は、医師のみでなく、この分野に関連するコメディカルに門

戸を開き、更なる発展を目指しています。これを期に看護学の分野からも評議員

が選出され、まさに日本創傷治癒学会の新しい息吹を感じずにはおられません。

このたび光栄にも評議員を拝命しましたので、創傷管理における最近の看護の

動向と当研究室の取り組みについて簡単に紹介させていただきます。�

１ 創傷管理と看護�

近年の少子高齢化に伴う高齢者の増加、慢性疾患の増加とともに、創傷に

関する看護技術の必要性が増してきました。なかでも、ねたきり高齢者の10％に

発生している褥瘡に対して、厚生労働省は今までに類をみない方策で高騰する

医療費に対応しています。また、糖尿病や閉塞性動脈硬化症に起因する足・下

腿潰瘍も大きな問題として取り上げられています。これらの創傷は、その原因の

ほとんどが、個々の患者の日常生活から大きな影響を受けることを考慮すると、

療養上の生活支援を専門とする看護師が、その予防や管理責任を担うのが自

然であり、そのニーズも高いといえます。米国では上級看護師（Advanced 

Practice Nurse：APN）、英国では皮膚専門看護師（Tissue Viability Nurse）

を修士課程で教育しています。その理由は、これら創傷の病態は多種多様であ

り、科学的根拠に基づいた高度な知識や技術が要求されるからです。実際にシ

ャープデブリードメントやドレッシング材の処方も行っています。日本には日本看護

協会が認定するWOC（Wound Ostomy Continence）認定看護師が300人

程度働いています。これら創傷看護師の活動により、医療機関などの施設、居

宅療養者の慢性創傷の予防・治癒促進がはかられています。この活動が、患者・

療養者のＱＯＬが向上、それにとどまらず、入院期間の短縮ならびに治癒に要

する医療費の軽減に貢献することができると確信しています。�

2 東京大学大学院医学系研究科老年看護学分野�

研究室の基本方針は、“エビデンスに基づいた老年看護学の実践と展開”

です。具体的には、高齢者の残存機能の維持・拡大をはかり、自立・自主性を

重視したニーズを満たすための新しい技術や機器の開発を目標としています。

例えば、高齢者の褥瘡、失禁、低栄養、疼痛（痛み）、嚥下障害、骨粗鬆症、転

倒、うつ、認知症等の老年症候群といわれる症状／状態について予測、予防、

診断、治療する技術や機器の開発を研究テーマとしています。�

老年看護学分野は東京大学に2003年に新設され、私が教授として金沢大

学から転任してまいりました。私は金沢大学から現在に至るまで、特に高齢者
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に頻発する褥瘡に強い関心を持ち、その発生の予測、

予防方法、創部管理について臨床に根ざした研究を

行ってまいりました。1990年に米国からブレーデンスケ

ールを導入しその普及に努めるとともに、日本の高齢

者に特徴的な褥瘡発生要因である過度の骨突出に

注目し、臨床で簡便に測定できる簡易体圧測定器、

骨突出患者用の二層式エアマットレス、高齢者用褥

瘡予防クッション、脆弱な皮膚に使用できる洗浄剤を

産学協同で開発してまいりました。最近では厚労省の

長寿科研費で褥瘡予防・管理用の教育ツールソフト

を開発し、その効果を創傷治癒期間と費用対効果を

基に検証してまいりました。まさに目指すところは創

傷看護工学であり、最近では急増する足・下腿潰瘍に

も研究分野を拡げています。�

安心して老いられる、老いることが尊いと思える時

代のために、当研究室は日夜努力を続けていきたいと

思います。�

第35回日本創傷治癒学会　会長�
熊谷 憲夫　聖マリアンナ医科大学形成外科�

第35回日本創傷治癒学会を下記の通り、開催いたします。�
会員の皆様の多数ご参加をお願い申し上げます。�

会　期 ： 平成17年 12月5日(月) ～ 6日(火) �

会　場 ： 全共連ビル�

住　 所 ： 〒２１６-８５１１ 神奈川県川崎市宮前区菅生2-16-1�
  聖マリアンナ医科大学形成外科学教室内�
  事務局　井上　肇�
Phone : 044-977-8111(3567-8)�
Fax. : 044-975-3290�
E-mail : 35jswh.smu@Marianna-u.ac.jp

連絡先 ：�第35回 日本創傷治癒学会事務局�

http://square.umin.ac.jp/sanada/�
http://www.rounenkango.m.u-tokyo.ac.jp

第35回 日本創傷治癒学会のご案内（第2次）�

〒１０２-００９３ 東京都千代田区平河町2丁目7番9号 �

地下鉄　有楽町線・半蔵門線・南北線；永田町駅下車N0.4出口徒歩2分�
地下鉄　銀座線・丸ノ内線；赤坂見附駅下車徒歩7分 �
タクシー　JR四谷駅より約5分、JR東京駅より約10分�

なお、演題募集などの学会最新情報は、当学会ホームページ
http://www.jswh.com/をご参照下さい。また、演題申し込みは
UMINシステムを用いたインターネットオンライン登録によります。�

＊外人招請講演：Finn Gottrup (Univ. of Southern Denmark) 予定�

http://www.jankb.co.jp/


